
上野公悦議員 
 （11番目 12月11日(月)午後の見込み） 

 １．上越労災病院閉院問題と直江津・上越

地域の医療体制の機能充実について 

(1) 新潟労災病院の閉院が示されたが、市民

が必要とする医療提供体制を構築する上で

市長の考えを聞きたい。 

ア 問題の本質は医師・看護師の決定的不

足であることをどう認識しているか。 

イ 手術や入院の機能を特定病院に集中す

る｢新潟県地域医療構想のグランドデザイ

ン｣の考え方は、広域な上越医療圏域でふ

さわしいと思うか。 

ウ 新潟労災病院を維持するため、医師・

看護師の確保に向け、市独自に抜本的な手

立てを取るべきではないか。また、県に向

けては県独自の医師養成機関の設立、国に

向けては医師減らしの医療政策の根本的変

更などを要望すべきではないか。 

２．通年観光中間報告について 

(1) 13区を含め、地域にある一つ一つの文

化・観光資産の価値を独自に高め、磨き上

げていく方策が必要だと思うがどうか。 

(2) 市長は8月に｢観光をやってしまうと今ま

での生活が崩れてしまうことはどこの観光

地でもある｣と発言したそうだが｢通年観

光｣が市民生活を崩してしまうようなもの

であれば、即刻方針を撤回すべきだがどう

か。 

 平良木哲也議員 
 （15番目 12月12日(火)午前の見込み） 

１．市職員のジェンダーギャップについて 

(1) 市の職員の性別平均給与の実態を聞きた

い。 

(2) 性別給与格差の是正のため市はどうする

のか。 

2 帯状疱疹ワクチン接種費用助成について 

(1) 帯状疱疹ワクチンは、近年多くの自治体

で独自に助成制度を創設している。助成

制度を創設する考えはないか。 

3 市の公共交通政策について 

(1) 市民の利便性向上のために、以下のこと

について取り組むべきではないか。 

ア バス路線の再編に当たっては、バス利

用者など一人ひとりの市民の声を聞く調

査を行うこと。 

イ 低額一律料金のバスや乗り合いタク

シーを設定すること。 

ウ バスと鉄道の共通乗車券･定期券を発行

すること 

(2) 「バス路線のない区間では、住民が主体

となった互助による輸送が有効」として

いるが、安全確保や万が一の事故の補償

など、問題が多い。考え直すべきではな

いか。 

橋爪法一議員 
（19番目12月12日(火)午後の見込み） 

１ 防災対策について 

(1) ｢指定避難所における防災機能設備等

の強化の推進について｣(7月12日付､内

閣府通知)の対応について聞きたい。 

(2) 今年度の新潟県の原子力災害を想定

した訓練についてどのような評価をし

ているか。 

(3) ９月定例議会の総務常任委員会審査

で指摘した消防施設整備計画における

課題について、その後の対応はどう

なっているか。 

２ 農業問題について 

(1) 国では、「人・農地プランから地域

計画へ」と取り組んでいる。市長はこ

の政策にどういう基本姿勢で臨むの

か。上越市食料農業農村基本条例との

関連で答えていただきたい。 

(2) 地域計画策定への手順と体制につい

ては市としてどうする考えか聞きた

い。 
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連 橋爪 法一 (吉川区代石) 
絡 上野 公悦 ( ) 
先 平良木哲也 (上中田(金谷区)) 

          上越保健所管内 

          新型コロナ感染症 

          感染者定点報告数 

 11月13日～11月19日 ６.５０ (県２.１６)   

 11月20日～11月26日１１.００ (県３.０９) 

 12月定例議会の一般質問は、12月8～13日

に行われます。32人中22人が発言通告を提出

しました。日本共産党議員の予定日と質問内

容は次の通りです。なお、質問予定日は変更

される可能性があります。事前にホームペー

ジなどでご確認ください。 

お詫びと訂正 
 先週(12／3)号の左側｢宮本百合子から学ぶ平

和の集い｣の記事中で、うたごえサークル｢たけ

のこ｣の表記が誤っておりました。お詫びして

訂正いたします。 

 イスラエルによるガザ侵攻で多数の罪

のない命が奪われている中、市民連合･上

越の呼びかけで急遽開催された｢軍拡と改

憲に反対する市民の集い＆デモ行進｣に

は、年末の忙しい日曜日にもか

かわらず、80人を越える市民が

集い、｢戦争はごめんだ｣の声を

街中に響かせました。 

 集会では、ガザ地区での停戦

を求めるどころか、改憲を狙っ

たり軍備増強を強行したりと戦

争準備を着々と進める岸田政権

の危険なやり方に、市民がこ

ぞって反対しようと、次々に決

意が語られました。 


